


…■　趣旨説明　■…　

大津友美　

　東京外国語大学 「TUFS オープンアカデミー」 では、 日本語講座と日本語で日本について学ぶ教養講座

をオンライン開講している。 生涯学習のための講座であるため、 受講者は学生、 社会人など様々である。 ま

た、 日本国内だけでなく海外からの参加者もいる。 そのように様々な背景を持つ学習者が集まり、 オンライ

ン上で共に学ぶクラスにおいて、 教師はどのように学習者の多様さ、 オンライン状況であることに対応してい

るのであろうか。 4名の教師の教育実践報告を通して、 生涯学習のためのオンライン日本語教育で教師に

できる工夫について考えたい。

…■　実践報告　■…　

守屋久美子　「日本語×自分×他者　生涯学習としてのゼロ初級における実践」

生涯学習としての日本語学習は「自分を表現し、他者を知る」手段となりうると考える。その目

標達成のために、世界各国に暮らす学習者に対してゼロ初級の段階で実践しているインフォメー

ションギャップを活用した教育事例を紹介する。特に、グーグルマップなどインターネット上の

リソースを活用した活動例についても焦点を当てる。

紺屋洋亮　「オンライン日本語授業の実践報告―生涯学習として学び続けるために―」

本発表では、初中級 1 クラスでの実践について報告する。特に、生涯学習やオンライン授業とい

う位置づけから学習を継続するための工夫に焦点を当てる。世界の様々な場所から受講している

こと、常に十分な学習時間が確保できるわけではないこと、こうしたことを踏まえたタスク活動

や、授業後も活用できる教材について考える。

佐藤茉奈花　「初中級２クラスでの実践報告　受講者の多様性への対応」

生涯学習としてオンラインで日本語を学ぶ受講者は、出身や居住地に加え、目的や動機もそれぞ

れ異なっており、まさに「多様」である。本発表では、その多様性を生かして行った活動を紹介

する。また、授業を行うことで見えてきた課題について報告する。特に、多様な受講者にとって

「初級後半レベル」で必要な文型とは何か、使用教材にあるどの文型をどの程度扱うべきか、考

える必要があると感じている。

熊田道子　「多様な学習者と生涯学習としての近現代小説」

本発表では、「日本の近現代小説を読む」クラスについて、コースシラバスの作成、実際

の参加者とコースシラバスのすり合わせ、授業の様子、大学学部生の授業との差異等に

ついて報告する。本クラスは、今期始まったばかりのクラスであるため、年齢や国籍や

知識といった背景の異なる学習者と共に、どのようにコースを組み立てながらクラス活

動を行っているのか、途中経過を報告する。


